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はじめに

山口地区の附属学校園 (附属幼稚園・附属山口小学校・附属山口中学校 )では、2021 年度の幼小中一貫カ

リキュラムの実施に向けて、2017 年度より、幼小中合同での研究をスタートさせた。2017 年度は、月 1 回

幼小中合同会議を開催し、何度も話し合った結果、幼小中の 12 年間を通してめざす人間像を「よりよい未

来を共に創り出す人間」と設定することができた。また、そのめざす人間像の実現のための共通の視点とし

て、「対象と向き合う姿」「他者と向き合う姿」「自己と向き合う姿」を掲げ、保育や授業、子どもの姿を共

通の視点で読みとり育てていくという共通認識に立つことができた。

2018 年度は、これらの「育てたい３つの向き合う姿」を幼小中共通の観点として保育・授業検討を重ね

ることで、子どもの姿と事例を根拠とする幼小中一貫カリキュラムを作成しようとしているところである

が、これに伴い、幼稚園のカリキュラムも、幼小中共通の視点から見直す必要がある。共通の視点から子ど

もの発達を捉え、その時期にふさわしい環境構成や援助を再考して再編成していくことで、幼小中に一貫性

のあるカリキュラムができ、12 年間の育ちを見通した一貫教育が可能となる。

また、幼稚園教育要領が改訂され、「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」を踏まえたカリキュラムの

編成が求められているとともに「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」を小学校と共有して連携を図り、

幼稚園教育と小学校教育の円滑な接続を図ることが求められている。幼稚園の現行カリキュラムを「幼児期

の終わりまでに育ってほしい姿」も踏まえて見直していくことは、幼小の滑らかな接続のためにも重要なこ

とである。

これらのことから、本研究では、「対象と向き合う姿」「自己と向き合う姿」「他者と向き合う姿」という

幼小中共通の視点と「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」とを踏まえて幼稚園カリキュラムの見直しと

再編を行うこととした。

１．研究の目的と方法

１－１　研究の目的

本研究は、幼小中一貫教育実現のために共通の視点として見出した「対象と向き合う姿」「自己と向き合

う姿」「他者と向き合う姿」の視点と、「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」とを踏まえて、幼稚園カ

リキュラムを見直し、幼小中 12 年間の子どもの育ちが繫がる幼稚園カリキュラムを再編することを目的と

する。

＊１ 山口大学教育学部特別支援教育コース　＊２ 山口大学教育学部附属幼稚園

山口大学教育学部附属教育実践総合センター研究紀要第48号（2019.9）
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１－２　研究の方法

研究の方法は次のとおりである。

①　 ３歳から５歳までの各年齢の事例について、「対象と向き合う姿」「自己と向き合う姿」「他者と向き合

う姿」の３つの視点から考察し、検討する。

②　 「対象と向き合う姿」「自己と向き合う姿」「他者と向き合う姿」の３つの視点から捉えた幼児の育ちの

姿について３歳から５歳までの見通しをたてる。

③　現行の幼稚園カリキュラムについて、「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」の観点から捉え直す。

④　 幼稚園教育の中から小学校以上の教科につながる内容を見出し、幼小中一貫カリキュラムの中に位置づ

ける。

⑤ 幼小中一貫カリキュラムの幼児期の部分について、幼稚園教育を的確に表現しているか、つながりが見え

るかという観点から再検討する。

⑥①～⑤を踏まえて、現行幼稚園のカリキュラムについて、期、ねらい、内容を見直し、再編成する。

なお、①～⑤までは順序を表すものではなく、同時進行で、実践と見直しを繰り返す中で行きつ戻りつし

ながら進めていく。

２．研究内容

２－１　３つの視点から事例検討する

３歳から５歳までの各年齢の事例について、「対象と向き合う子ども」「自己と向き合う子ども」「他者と

向き合う子ども」の３つの視点から考察し検討した（図１）。
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図１　４歳児　事例検討

事例検討により、①それぞれの時期にどのような３つの向き合う姿が見られるか、②そのような姿を育て

るために有効な環境構成や援助は何か、について探ることができた。また、各年齢の育ちを追っていくこと

で、幼児期に育てたい（幼稚園から小学校につなげたい）「３つの向き合う姿」について、次のように共通

認識をもつことができた（図２）。

図２　幼児期に育てたい対象・自己・他者と向き合う姿

対象と向き合う姿

遊びや生活の中で様々なことに出会

い、親しむ経験を重ねる中で、興味・

関心をもってかかわり、様々な気づき

や発見の喜びをもつ。

いろいろなことに好奇心や探究心を

もってかかわる体験を通して身近な事

象にさらに興味関心を高め、考えたり

試したり工夫したりする。

自己と向き合う姿

自ら意欲的に物事に取り組み、夢中

になって遊んだり繰り返し挑戦したり

し、自信や満足感をもつ。

いろいろなものにかかわったり、友

達とかかわったりする中で思いをもっ

て取り組んだり自分なりに考えたり気

づいたりする。

他者と向き合う姿

友達と一緒に活動することを喜び、

友達に自分の思いを伝えたり、友達の

思いを受け入れたりして遊ぶ。

相談したり試行錯誤したりしながら

友達の考えに触れ、新しい考えを生み

出す楽しさや共通の目的が実現する喜

びを味わう。
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２－２　対象・他者・自己と向き合う姿について３歳から５歳までの育ちの姿を整理する

事例検討を重ねることで明らかにできたそれぞれの年齢の「３つの向き合う姿」について、その育ちの過

程を下図のように整理した（図３）。その際、①本園の現行教育課程が「個の安定と自立」「人とのかかわり」

「環境とのかかわり」の視点で構成されていることを活かし、教育課程や指導計画の中の姿や援助を参考に

して「対象」「自己」「他者」と向き合う姿について考えた。また、②「他者と向き合う姿」については、平

成 27、28 年度に研究した「友達とかかわる力を育む環境と援助の研究」を、③「対象と向き合う姿」につい

ては、平成 29 年度に研究した「思考力の芽生えを育む保育について考える」も参考にした。

３つの姿について３歳から５歳までの育ちの姿を明らかにすることで、教職員が育ちの姿を共有し共通理

解することができ、見通しをもつことが可能となった。

図３　対象・他者・自己と向き合う姿の育ち

２－３　「３つの向き合う姿」と「10 の姿」から本園現行カリキュラムを捉え直す

平成 30年度より施行された新幼稚園教育要領では、５領域の内容を踏まえ、資質・能力が育まれている幼

児の幼稚園終了時の具体的な姿として、「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」が示された。「健康な心と

体」「自立心」「協同性」「道徳性・規範意識の芽生え」「社会生活との関わり」「思考力の芽生え」「自然

との関わり・生命尊重」「数量・図形、文字等への関心・態度」「言葉による伝え合い」「豊かな感性と表現」

のいわゆる「10 の姿」である。

これらの 10の姿は、幼稚園で幼児期にふさわしい遊びや生活を積み重ねる中で育つ具体的な姿であり、特

に５歳児後半に見られるようになる姿であるが、５歳児になって突然見られるようになる姿ではないため、

３歳児、４歳児の時期から幼児が発達していく方向を意識して指導していく必要がある。

そこで、現行本園カリキュラムのねらいが 10の姿を含んでいるものとなっているかを確認するために、ね

らいをまず幼小中共通の視点である「対象と向き合う姿」「他者と向き合う姿」「自己と向き合う姿」に分類

し、次にそれぞれのねらいがどの 10 の姿と主に関係しているかを【　】内に表した（例：表１)。

このように表記することで、①現行カリキュラムは「10の姿」を網羅しているが、数量・図形、文字等へ

の関心・態度」や「思考力の芽生え」については記述が少ないこと、②３つの視点でみると、初めは「対象

と向き合う姿」が多いが、次第に「『他者と向き合う姿』や自己と向き合う姿」に関する記述が多くなること、

③５歳までに「健康な心と体」→「自立心」→「道徳性」→「協同性」の流れが捉えられることが分かった。
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表１　現行カリキュラムにおける「対象と向き合う姿」と「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」

２－４　幼稚園教育と小学校以上の教科とのつながりを考える

幼小のつながりの重要性については、今回改訂された幼稚園教育要領や小学校学習指導要領においても、

繰り返し触れていることである。幼稚園においては、「小学校以降の教育や生涯にわたる学習とのつながりを

見通しながら、幼児の自発的な活動としての遊びを通しての総合的な指導を行うことが大切」（幼稚園要領解

説，2018）であり、「幼稚園教育が、小学校以降の生活や学習の基盤の育成につながることに配慮し、幼児

期にふさわしい生活を通して、創造的な思考や主体的な生活態度などの基礎を培うようにする」（同幼稚園教

育要領）ことが大切である。また、小学校学習指導要領では、１年生から始まるすべての教科において、「低

学年においては、（中略）、「幼稚園教育要領等に示す幼児期の終わりまでに育ってほしい姿との関連を考慮す

ること。」と記されている。

これらのことから考えると、幼児期の教育が生涯にわたる人格形成の基礎を培う重要なものであることを

踏まえ、「遊びを通しての総合的な指導」や「幼児期にふさわしい教育」の内容について、幼稚園側が小中学

校に分かりやすく伝えることで、発達や学びの連続性が読み取れると思われる。そのための方法として、２

－１で述べた「対象と向き合う姿」「自己と向き合う姿」を「他者と向き合う姿」の３つの共通の視点が考え

られるが、さらに小学校以降の「教科」という枠の中で、あえて教科につながる幼稚園教育の内容を考える

ことで、より小中学校とのつながりが見えやすくなり、「幼稚園教育が基礎であり、始まりであること」も分

かりやすくなるのではと考えた。そこで、幼稚園カリキュラムの中から小学校以降の教科につながる内容を

見出し、幼小中一貫カリキュラムの中に位置づけることにした。

たとえば「国語」では、内容が「Ａ　話すこと・聞くこと」「Ｂ　書くこと」「Ｃ読むこと」の３つから成

るため、①現行教育要領や指導計画、日々の子どもの姿などから特に国語に関係すると考えられる内容を抽

出し、まずはＡ，Ｂ、Ｃに当てはめて考え、次に、②それらを幼稚園教育で大切にしたい具体的な幼児の姿

としてまとめ、最後に③国語につながる幼稚園教育の内容としてまとめた（表２）。

このことによって、①幼稚園教育が学びの基礎であるということの具体の姿を示すことができ、②幼児期

のどのような姿が小学校以降の各教科につながっているのかを示すことができた。また、③幼稚園生活の中
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では、たとえば国語でいうと、読むことや書くことよりも前にまずは言葉に出会うこと、文字などの環境に

出会うということがあるように、出会ったり触れたりすることが重要であるということに気づかされた。

さらに、これらの「国語」につながる幼稚園教育の内容は、「幼児期に育てたい 10 の姿」で考えると、主

に「数量・図形、文字等への関心・感覚」「言葉による伝え合い」「豊かな感性と表現」と関係しているもの

であることも捉えられた。

表２　「国語」につながる幼稚園の教育内容
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このようにして、小学校以降のすべての教科について、その教科につながる幼稚園教育の内容を捉え、教

科ごとに幼小中一貫カリキュラムを作成した。また、作成したカリキュラムの幼稚園の部分については、①

幼稚園教育の特性を踏まえて的確に表現しているか、②小学校以降の教育とのつながりが見えるように表現

しているかという観点からもう一度検討をした。例えば「音楽」の一貫カリキュラムは図４のとおりである。

図４　例　教科「音楽」で考える一貫カリキュラム

２－５　幼稚園カリキュラムの再編成

上述２－１から２－４の過程と内容を踏まえて、改めて幼稚園カリキュラムに立ち返り、幼稚園教育課程

の「期」の見直しと「ねらい」の見直しをおこなった。

「期」については、３歳児、４歳児については、これまでの教育課程同様３期が望ましいと考えたが、５

歳児ついては、「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」が主に５歳児後半に現れる姿であることや、幼小中

一貫カリキュラムにおける発達段階の捉えを５歳児後半から２年生までと考えたことから、これまでの３期

から２期に変更して考えることにした。

「ねらい」については、現行の教育課程をベースとしながら、「対象と向き合う姿」「自己と向き合う姿」

「他者と向き合う姿」の育ちが見えるような表現とした。また、具体的な姿を表している表記については、

内容の中で表すことにし、シンプルなねらいとなるようにした。

たとえば３歳児教育課程のねらいでは、「園生活に慣れる」ことに関しては、主にⅠ期でねらえばよいので

はないか、Ⅱ期の「園生活に慣れ」やⅢ期の「園生活のリズムがわかり」などの表記（表３下線部分）につ

いては、特に表さなくてもよいのではないかと話し合い、削除することにした。またⅡ期の「真似したり一

緒に遊んだり」やⅢ期の「友達を入れたり誘ったりして」（同表波線部分）などの具体的な例示の姿について

は内容に入れることにし、包括的な姿としてまとめて、「一緒に遊ぼうとする」や「先生や友達とかかわり

ながら」（同表２重線部分）という表し、幅をもたせるようにした（表３）。同様に、４、５歳児の教育課程

のねらいについても、このようにして見直していった（表４, ５）。ねらいに引き続いて、内容についても、

同様の手順を踏みながら今後見直していく予定である。
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表３　３歳児教育課程　ねらいの見直し

表４　４歳児教育課程　ねらいの見直し

表５　５歳児教育課程　ねらいの見直し
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２－６　まとめ（成果と課題）

本研究の目的は、幼小中一貫教育実現のために共通の視点として見出した「対象と向き合う姿」「自己と

向き合う姿」「他者と向き合う姿」と、幼小接続の視点として新幼稚園園教育要領で示された「幼児期の終

わりまでに育ってほしい姿」とを踏まえて、本園の現行カリキュラムを見直し、幼小中 12 年間の子どもの

育ちが繫がる幼稚園カリキュラムとして再編することであった。

この目的を達成するために、事例検討やそれぞれの視点からの見直し、育ちの課程を捉える、などを行っ

てきたが、これらにより次のような成果を得ることができた。

① 3 歳から 5 歳までの各年齢の事例について、対象、自己、他者と向き合う姿に視点をあてて事例を考察・

検討することで、３歳から５歳までのそれぞれの具体的な向き合う姿やその育ちの過程を捉えることができ

た。また、３つの向き合う姿は相互に絡み合っているという関連性を捉えることができた

② 幼児の対象、自己、他者と向き合う姿について、育ちの過程を図として表すことで、３歳から５歳までの

見通しをもつことができた。さらに、この 3 つの視点が小中学校と同じ視点であることにより 12 年間の

育ちについて考える手掛かりとなった。

③ 現行の幼稚園カリキュラムについて、「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」の観点から捉え直すこと

で、小学校とのつながりを再確認できたとともに、カリキュラムの中に積極的に入れ込むべき 1０の姿に

ついて確認できた。

④ 幼小中 12 年間の育ちをつなげるために、「３つの姿」を幼小中共通の視点としてもちながらカリキュラム

を編成していくことの重要性と必要性が確認できた。

⑤ 幼稚園教育の中から小学校以上の教科につながる内容を意識的に見出していくことで、幼稚園教育と小学

校以上の教育のつながりが捉えられたとともに、12 年間の流れが確認できた。また、意図的に各教科と

のつながりを考えていくことで、改めて幼児教育の総合性や未分化性を再確認できたとともに、幼児教

育における遊びや生活の重要性を再確認できた。

⑥ 小学校や中学校へ幼稚園教育やその内容を的確に伝えようとすることで、ふさわしい言葉や表現の仕方、

伝え方などについてより自覚的に考えるようになった。

課題としては、カリキュラム見直しの根拠となる事例検討において取り上げた事例が、その年齢を代表

する事例としてふさわしいものであったかということと、検討した事例数があまり多くなかったということ

がある。カリキュラムの編成は、子どもの実態を的確に捉えることから始まる。今後は、より的確に子ども

の姿を捉えるための事例を抽出し、その検討を繰り返していきたい。

また、カリキュラムの表し方として、小中学校へのつながりが見えやすいための表し方と幼稚園の生活

内容が見えやすいための表し方とが考えられ、その両方が必要であると認識できたとともに、両方を兼ね備

えた形で表せないかとも考え、模索しているところでもある。

おわりに

本研究の意義は、幼稚園の育ちをどのように小中へとつなげていくのか、一人の人間を幼小中の 12 年で

どう育てていくのかということについて「カリキュラム」という観点から考え、幼小中共通の視点を踏まえ

たカリキュラム編成に取り組んだことにある。カリキュラムは大枠ができたところであり、内容や表し方に

はまだまだ工夫の余地があるが、「対象と向き合う姿」「自己と向き合う姿」「他者と向き合う姿」の大ま

かな育ちの課程を捉えることはできたので、今後も 12 年間のつながりが見えるとともに、幼稚園教育の内

容が充実するカリキュラムの探求に努めていきたい。また、見直したねらいをもとに内容を吟味し、指導計

画の充実へとつながるようにしていきたい。

幼小中のカリキュラムがつながるということは、子どもの育ちがつながるということでもあり、それを支

える援助もつながるということである。今後は、子どもの育ちを支える環境や援助についても探りながら、

幼小中で援助や手立てもつながっていくように、一緒に研究に取り組んでいきたいと思う。
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